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◆
評
価
と
課
題

■Ｑ
令
和
４
年
度
決
算
の
評
価
と
課
題
に
つ
い
て

■Ａ
令
和
３
年
度
で
庁
舎
の
建
設
が
終
わ
り
、

起
債
の
償
還
が
始
ま
っ
た
が
、
基
金
の
余
剰
金

が
５
億
円
あ
り
、
繰
り
上
げ
償
還
が
出
来
た
の

で
、
実
質
公
債
費
比
率
が
当
初
見
込
ん
で
い
た

よ
り
低
く
、
10
・
８
％
に
抑
え
ら
れ
た
。
ま
た
、

住
民
の
要
望
す
る
重
要
事
業
が
実
施
出
来
た
と

評
価
す
る
。

◆
財
政

■Ｑ
今
後
の
起
債
の
償
還
見
通
し
は

■Ａ
償
還
は
令
和
７
年
度
が
ピ
ー
ク
に
な
り
、

そ
れ
ま
で
実
質
公
債
費
比
率
は
若
干
増
加
す
る
。

◆
保
育
・
教
育

■Ｑ
保
育
所
の
保
育
士
の
確
保
状
況
は

■Ａ
会
計
年
度
職
員
の
募
集
を
し
て
い
る
が
、

な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
。
県
で
も
保
育
士
・

保
健
師
不
足
に
対
し
て
、
不
足
し
て
い
る
市
町

村
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
い
る
が
、

見
通
し
は
難
し
い
。

■Ｑ
放
課
後
子
ど
も
教
室
に
つ
い
て
、
安
全
管

理
員
は
足
り
て
い
る
か

■Ａ
現
在
11
人
確
保
し
て
業
務
に
当
た
っ
て
い
る
。

◆
リ
サ
イ
ク
ル

■Ｑ
リ
サ
イ
ク
ル
の
回
収
量
が
年
々
減
っ
て
い

る
が
、
何
か
影
響
が
あ
る
の
か

■Ａ
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
、
全
体
の
ゴ
ミ
の
排
出

量
も
減
っ
て
お
り
、
人
口
減
少
に
よ
る
も
の
か

わ
か
ら
な
い
が
、
よ
り
一
層
の
啓
発
に
努
め
た

い
。

◆
検
診

■Ｑ
村
民
の
検
診
の
動
向
に
つ
い
て
ど
う
と
ら

え
て
い
る
か

■Ａ
２
月
に
意
向
調
査
で
希
望
を
と
っ
て
い
る

が
、
検
診
に
よ
っ
て
は
、
増
減
が
あ
る
。

◆
子
ど
も
医
療
費

■Ｑ
子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
自
己
負
担
金
５
０

０
円
が
昨
年
８
月
か
ら
村
負
担
と
な
り
、
高
校

生
ま
で
医
療
費
が
無
料
と
な
っ
た
。
国
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
分
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

■Ａ
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
、
国
保
加
入
者
の
み
で
少

額
で
あ
る
。（
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
は
、
自
治
体
が

独
自
に
行
う
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
に
対
し
、

国
が
調
整
交
付
金
と
し
て
交
付
金
の
減
額
を
行

う
も
の
。
今
年
、
厚
生
労
働
省
よ
り
廃
止
の
方

針
が
示
さ
れ
た
。）

◆
国
土
調
査

■Ｑ
国
土
調
査
の
実
績
と
今
後
の
見
通
し
は

■Ａ
毎
年
０
・
14
㎢
〜
０
・
15
㎢
程
度
実
施
し

て
い
る
。
全
体
の
46
％
ま
で
進
捗
し
た
が
、
ま

だ
ま
だ
長
い
年
数
が
掛
る
。

決
算
審
議

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
14
日
か
ら
10
月
４
日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、

諸
報
告
、
請
願
２
件
、
陳
情
３
件
、
一
般
質
問
（
６
名
11
件
）
が
行
わ
れ
た
。
村
長

か
ら
報
告
１
件
、
条
例
改
正
２
件
、
補
正
予
算
２
件
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
、
教
育
委
員
会
委
員
の
人
事
案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重

審
議
し
可
決
し
た
。

９　月９　月
定例会定例会一 般

会 計 歳出総額 46億9037万８千円
歳入総額歳入総額 48億億5353万万１１千円千円

令和４年度決算を認定令和４年度決算を認定

事　業　名 事業費
令和３年度農地農業用施設災害復旧事業（繰越）
　和村地区８月豪雨災害復旧工事他５箇所 19,635

林道野尻与川線二反田１号橋改良事業 100,994
令和３年度中尾沢村有林皆伐事業（繰越） 8,679
令和３年度林道施設災害復旧事業（繰越）
　林道野尻与川線他４箇所 14,465

新型コロナウイルス感染対策支援事業
　おおくわ燃料油購入助成券配付事業他７事業 86,213

令和３年度木曽川右岸道路に伴う施設移転事業（繰越）
木曽ふれあいの郷恋路の湯解体工事他６事業 191,651

橋梁長寿命化修繕事業（小川新橋他２橋） 39,059
村道大野線改良事業 20,711
令和３年度浦川二号線１号橋修繕工事（繰越） 8,847
令和３年度蛇抜沢護岸整備工事（繰越） 22,640
大桑村スポーツ公園整備工事 22,430

令和４年度主要事業 （単位：千円）

大桑村スポーツ公園整備工事大桑村スポーツ公園整備工事
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◆
一
般
会
計

　

価
格
高
騰
特
別
対
策
支

援
事
業
、
の
ぞ
き
ど
森
林

公
園
施
設
修
繕
負
担
金
、

７
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
復

旧
費
の
追
加
が
主
な
も
の

で
、
３
８
５
４
万
２
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
43
億

３
６
５
０
万
８
千
円
と
す

る
も
の
。

■Ｑ
仮
想
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
保
守
業
務
は
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る

の
か

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か

■Ａ
仮
想
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
、
長
野
県
市
町
村
自

治
振
興
組
合
が
主
導
し
て

賛
同
す
る
市
町
村
が
共
同

調
達
と
い
う
形
で
参
加
し

て
い
る
。
県
下
12
市
町
村

が
現
在
参
加
し
て
お
り
、

そ
れ
に
か
か
る
業
務
経
費

が
安
く
な
る
。

　

役
場
の
パ
ソ
コ
ン
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
の
観
点
か
ら
、

住
民
基
本
台
帳
や
税
を
扱

補
正
予
算
審
議

一般会計補正状況 （単位：千円）

会　計 補正額 補正後の
予算額 主　　な　　内　　容

一般会計
（補正第３号） 38,542 4,336,508

（歳入）村税追加　 17,476
　　　 価格高騰特別対策支援金 2,608
　　　 村有林材売払収入 2,202
　　　 財政調整基金繰入 24,000

（歳出）のぞきど森林公園施設修繕負担金 22,000
　　　 価格高騰特別対策支援事業 2,608
　　　 林業施設災害復旧事業 3,677
　　　 道路橋梁災害復旧事業 1,930

農業集落排水事業会計補正状況
既決予算額 補正予算額 計

資本的収入 81,560 10,747 92,307

資本的支出 80,319 10,747 91,066

う
シ
ス
テ
ム
、
財
務
会
計

や
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
（
地
方
公

共
団
体
の
組
織
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
を
扱
う
シ
ス
テ

ム
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

扱
う
シ
ス
テ
ム
の
３
層
構

造
で
、
物
理
的
に
分
断
さ

れ
て
い
る
。
機
器
経
費
は

３
倍
か
か
る
と
こ
ろ
Ｌ
Ｇ

Ｗ
Ａ
Ｎ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
系
を
１
台
の
パ
ソ
コ
ン

で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

元
の
サ
ー
バ
ー
で
は
分
断

さ
れ
て
お
り
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
的
に
は
今
ま
で
と

変
わ
ら
な
い
。

■Ｑ
庁
舎
内
の
Ｄ
Ｘ
推
進

委
員
会
の
役
割
は

■Ａ
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｄ
Ｘ

に
対
応
す
る
た
め
庁
舎
内

横
断
的
に
職
員
に
よ
る
委

員
会
を
設
け
て
様
々
な
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

■Ｑ
村
議
選
が
無
投
票
と

な
り
１
日
だ
け
の
選
挙
戦

と
な
っ
た
が
、
公
費
負
担

さ
れ
た
の
は
い
く
ら
か

■Ａ
総
額
72
万
４
４
２
２

円
。

■Ｑ
価
格
高
騰
特
別
対
策

支
援
事
業
と
は

■Ａ
住
民
税
の
所
得
割
が

非
課
税
の
世
帯
に
対
し
て

一
世
帯
当
た
り
２
万
円
の

補
助
を
行
う
も
の
。

■Ｑ
の
ぞ
き
ど
森
林
公
園

負
担
金
２
２
０
０
万
円
増

額
の
内
容
は

■Ａ
来
年
度
開
園
に
向
け

て
修
繕
を
す
る
。
老
朽
化

に
加
え
、
２
年
間
休
園
と

な
っ
て
い
た
た
め
の
修
繕
。

管
理
棟
を
「
木
の
実
の

家
」（
入
口
ロ
グ
ハ
ウ
ス
）

へ
移
転
し
ト
イ
レ
に
浄
化

槽
を
設
置
し
水
洗
化
す
る
。

ま
た
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

の
改
修
な
ど
を
行
う
。

■Ｑ
７
月
豪
雨
災
害
の
概

要
は

■Ａ
林
道
施
設
で
は
林
道

越
坂
線
の
洗
堀
他
３
箇
所
。

規
模
が
小
さ
く
補
助
事
業

と
な
ら
な
い
修
繕
。

　

道
路
橋
梁
災
害
復
旧
事

業
で
は
和
村
ホ
ケ
山
の
村

道
大
沢
線
の
洗
堀
他
3
箇

所
。

◆
農
業
集
落

　

排
水
事
業
会
計

　

木
曽
川
右
岸
道
路
整
備

事
業
に
伴
う
下
水
道
管
移

設
事
業
の
増
額
が
主
な
も

の
で
、
資
本
的
収
入
お
よ

び
支
出
に
１
０
７
４
万
７

千
円
を
追
加
し
、
資
本
的

報　

告

　
　

村
が
発
注
し
た
村

道
沿
い
の
草
刈
り
作
業

に
よ
り
、
木
曽
広
域
連

合
が
設
置
し
て
い
る
光

ケ
ー
ブ
ル
を
切
断
し
、

損
害
賠
償
額
19
万
７
４

５
０
円
と
し
た
。

議　

案

●
大
桑
村
公
告
式
条
例
の

一
部
改
正

　
　

村
内
３
か
所
に
あ
っ

た
掲
示
場
を
役
場
内
掲

示
場
１
か
所
と
し
た
。

■Ｑ
役
場
が
遠
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
は

■Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

も
掲
載
す
る
。

●
大
桑
村
手
数
料
徴
収
条

例
の
一
部
改
正

　
　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
よ

る
戸
籍
謄
本
等
の
交
付

手
数
料
を
変
更
す
る
も

の
。

　

戸
籍
謄
本
・
抄
本

４
５
０
円
↓
３
５
０
円

　

印
鑑
証
明
・
住
民
票
等

　

３
５
０
円
↓
２
５
０
円

■Ｑ
戸
籍
等
は
全
国
同
じ

金
額
だ
が
、
住
民
票
等
は

違
う
。
な
ぜ
か

■Ａ
戸
籍
等
は
政
令
の
基

準
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
住
民
票
等
は
各
自

治
体
で
設
定
で
き
る
。

人　

事

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　
　

山
本
由
幸
委
員
の
退

任
に
伴
い
松
尾
輝
明
氏

（
長
野
）
の
任
命
に
同

意
し
た
。

収
入
を
９
２
３
０
万
７
千

円
、
資
本
的
支
出
を
９
１

０
６
万
６
千
円
と
す
る
も
の
。

■Ｑ
基
金
か
ら
１
６
７
万

７
千
円
を
繰
入
れ
て
い
る
が
、

基
金
は
大
丈
夫
な
の
か

■Ａ
今
回
は
緊
急
的
な
も

の
で
あ
る
。
基
本
は
歳
入
、

歳
出
を
計
画
的
に
進
め
て

い
く
。

（単位：千円）
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〜
木
曽
谷
の

〜
木
曽
谷
の

 

教
育
振
興
に
つ
い
て
を
提
案
〜

教
育
振
興
に
つ
い
て
を
提
案
〜

木
曽
郡
町
村
議
会
議
員
総
会

　

木
曽
郡
町
村
議
会
議
員

総
会
は
８
月
１
日
上
松
町

ひ
の
き
の
里
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
前
年
度
総

会
決
議
事
項
の
処
理
報
告

や
各
町
村
か
ら
の
地
域
課

題
に
対
す
る
議
案
審
議
等

が
行
わ
れ
た
。

　

大
桑
村
議
会
か
ら
の

提
出
議
題
と
し
て
、「
木

曽
谷
の
教
育
振
興
に
つ
い

て
」
を
提
出
し
た
。

　

人
口
減
少
に
加
え
少
子

高
齢
化
が
進
行
し
て
児
童

生
徒
数
が
減
少
し
つ
つ
あ

る
中
、
木
曽
地
域
の
多
く

の
小
中
学
校
は
教
員
確
保

に
苦
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、

児
童
生
徒
の
多
様
な
課
題

に
対
応
す
る
た
め
相
談
支

援
な
ど
の
受
け
皿
の
充
実

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

ん
な
木
曽
地
域
の
子
ど
も

た
ち
の
教
育
環
境
の
向
上

に
向
け
下
記
の
事
項
を
要

望
し
た
。

❶
へ
き
地
手
当
を
見
直
し
、

教
員
が
赴
任
し
や
す
い

環
境
を
整
え
る
こ
と

❷
専
科
科
目
は
情
操
や
思

考
力
を
育
む
重
要
科
目

で
あ
る
が
、
木
曽
地
域

は
専
科
教
員
の
確
保
に

苦
慮
し
て
い
る
。
実
情

に
見
合
っ
た
教
員
配
置

を
す
る
こ
と

❸
不
登
校
な
ど
の
様
々
な

課
題
に
対
応
す
る
た
め

の
中
間
教
室
を
関
係
団

体
に
町
村
か
ら
委
託
し

て
い
る
。
運
営
費
の
補

助
制
度
を
設
け
る
こ
と

木曽広域連合議会報告　第３回定例会（８月31日開催）

会　　計 歳入総額 歳出総額 実質収支額
一 般 会 計 39億8,378万円 38億4,028万円 736万円
介護保険特別会計 40億1,274万円 39億  375万円 １億899万円

令和４年度 決算

　

定
例
会
で
は
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計

及
び
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
・

下
水
道
事
業
会
計
・
令
和
４
年
度
各
会

計
補
正
予
算
な
ど
審
議
、
可
決
さ
れ
た
。

●
監
査
委
員
の
主
な
審
査
意
見

＊
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
光
化
事
業
や
文
化

公
園
改
修
事
業
、
旧
焼
却
施
設
解
体

工
事
の
終
了
に
よ
り
予
算
規
模
が
縮

小
し
た
。
今
後
、
光
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
設
備
の
有
効
活
用
を
。

＊
介
護
保
険
で
は
、
就
業
者
の
処
遇
改

善
な
ど
町
村
と
事
業
者
と
連
携
し
介

護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
維
持
を
。

＊
下
水
道
事
業
で
は
諸
施
設
の
老
朽
化

に
備
え
、
適
切
な
修
繕
計
画
で
施
設

の
延
命
に
尽
力
を
。

●
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
指
定
に
つ
い
て

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
木
曽
寮
の
指
定

管
理
者
を
選
定

指
定
管
理
者

社
会
福
祉
法
人　

木
曽
社
会
福
祉
事

業
協
会

理
事
長　

田
上
昭
彦

指
定
の
期
間

　

令
和
６
年
４
月
１
日
〜

令
和
11
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間

●
消
防
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
の
共
同

運
用
に
つ
い
て

　
　

木
曽
広
域
消
防
本
部
と
飯
田
広

域
消
防
本
部
が
指
令
業
務
の
共
同

運
用
を
実
施
す
る
た
め
の
準
備
委

員
会
を
10
月
１
日
に
設
立
。
運
用

開
始
は
令
和
８
年
４
月
１
日
。

下水道事業会計 決算

(※) 不足額は、当年度分損益勘定留保資金で補填をした。

区　　分 決 算 額 当年度純利益

収 益 的 収 入
及 び 支 出

下水道事業収益 1億1,454万円
501万円

下水道事業費用 1億  953万円
資 本 的 収 入
及 び 支 出

資 本 的 収 益 0円
※△2,356万円

資 本 的 支 出 2,356万円

松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉

松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉

施
設
組
合
議
会

施
設
組
合
議
会

７
月
臨
時
会

７
月
臨
時
会

▼
７
月
25
日
開
催

●
議
長
・
副
議
長
の
選
挙

・
議　

長　

古
畑
秀
夫
議
員

（
塩
尻
市
議
会
）

・
副
議
長　

吉
村
幸
代
議
員

（
松
本
市
議
会
）

　

に
決
定
。

　

議
会
運
営
委
員
会
委
員

は
、
戸
前
議
員
を
含
む
９

名
を
指
名
。

●
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

・
伊
藤　

高
良
議
員

（
塩
尻
市
議
会
）

●
監
査
委
員
の
選
任

・
水
澤
ま
ど
か
議
員

（
上
松
町
議
会
）

●
報
告

　

介
護
事
故
に
係
る
専
決

処
分
11
件
の
う
ち
、
木
曽

郡
下
の
施
設
は
３
件
。

●
議
員
提
出
審
議

　

「
議
会
の
保
有
す
る
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

条
例
」
を
制
定
。

●
全
員
協
議
会

・
給
与
の
見
直
し
委
員
会
委

員
は
議
会
運
営
委
員
会
と

同
メ
ン
バ
ー
に
決
定
。

・
人
材
確
保
が
困
難
な
福
祉

施
設
の
夜
間
の
人
員
を
見

直
し
。（報

告　

戸
前
寿
乃
）

●
建
設
工
事
請
負
契
約

木
曽
寮
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
設
置
工
事

契
約
金
額

１
億
10
万
円　

契
約
相
手
先
は

㈱
岡
谷
組　

木
曽
営
業
所

第
１
回
臨
時
会

第
１
回
臨
時
会    　
　
　

　
　
　

 

（
７
月

（
７
月
1313
日
開
催
）

日
開
催
）

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

大桑村議会の提案をする坂家議員大桑村議会の提案をする坂家議員

（
報
告
者　

瓜
尾
美
佐
子
）
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か
意
見
交
換
し
た
。

　

要
綱
が
出
来
た
時
点
で

公
募
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

▼
住
民
と
の
懇
談
会
の
開

催
に
つ
い
て

　

住
民
か
ら
様
々
な
意
見

や
要
望
を
聞
く
機
会
を
つ

く
る
た
め
、
懇
談
会
の
開

催
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

・
10
月
22
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　

11
時
30
分

・
役
場
多
目
的
ホ
ー
ル

　

今
回
は
働
い
て
い
る
方

や
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

◎
９
月
14
日
開
催

▼
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
の

設
置
に
つ
い
て

　

他
町
村
の
議
会
が
設
置

し
て
い
る
モ
ニ
タ
ー
制
度

の
要
綱
に
つ
い
て
の
説
明

を
受
け
、
大
桑
村
議
会
と

し
て
ど
ん
な
要
綱
に
す
る

９
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
14
日
に
６
名
が
行
い
ま
し
た
。

次
ペ
ー
ジ
よ
り
、
質
問
議
員
が
要
約
し
た
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

　一般質問は、村が行うすべての事務や事業に関
して何でも質問できる大事な議員活動の場です。
　年４回の定例会のみで、臨時会ではできませ
ん。

・質問時間は30分
　大桑村議会では、議員が質問できる時間は答弁
を含め１人40分ですが、コロナウイルス対策とし
て議場の換気等を行うため１人30分としました。

・一問一答方式
　質問は、一つ質問をして一つの回答を得る一問
一答方式です。
　この方法は、より問題を深められる方法といわ
れています。

・事前通告
　質問したい議員には、前もって質問内容を記し
た事前通告書の提出を義務付けています。

一般質問とは

議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度

　

大
桑
村
議
会
で
は
議
会
モ
ニ

タ
ー
制
度
の
導
入
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
モ
ニ

タ
ー
の
委
員
を
公
募
等
で
募
集
し
、

大
桑
村
議
会
の
運
営
に
関
し
、
村

民
か
ら
の
要
望
や
提
言
な
ど
を
広

く
聴
取
し
て
、
議
会
の
改
革
や
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　

詳
細
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ

を
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

た
ち
に
も
参
加
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
日
程
を

調
整
し
た
。

　

今
後
も
各
団
体
等
と

の
意
見
交
換
会
も
開
催

し
て
い
く
予
定
。

▼
委
員
会
の
機
能
強
化

に
つ
い
て

　

大
桑
村
議
会
基
本
条

例
で
は
委
員
会
の
積
極

的
な
運
営
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

今
後
も
必
要
に
応
じ

て
積
極
的
に
運
営
す
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

　

委
員
会
の
審

査
に
あ
た
っ
て

は
議
員
間
討
議

を
重
視
し
て
い

く
こ
と
と
し
た
。

＊
議
会
に
つ
い

て
ご
意
見
や

ご
要
望
な
ど

お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

委
員
長　

　

瓜
尾
美
佐
子

委
員
会
報
告

◎
９
月
４
日
開
催

▼
村
内
現
場
視
察

調
査
の
概
要

　

令
和
５
年
度
施
工
中
の

現
場
等
を
視
察
し
た
。

【
視
察
地
】

橋
場
伊
奈
川
線
法
面
防
護

工
事
、
矢
垂
沢
（
砂
防
）、

大
野
線
改
良
工
事
、
浦
川

１
号
線
法
面
崩
落
個
所

経
済
建
設

常
任
委
員
会

議
会
改
革

特
別
委
員
会

（
測
量
設
計
）、
浦
川
砂
防

堰
堤
、
中
尾
沢
村
有
林

委
員
長　

坂
家
重
吉
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「
役
場
の
中
で
の
親
父
、

お
袋
が
欲
し
い
」
こ
の
春

企
画
さ
れ
た
地
域
お
こ
し

協
力
隊
報
告
会
で
の
あ
る

隊
員
か
ら
発
せ
ら
れ
た
フ

レ
ー
ズ
で
す
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
制
度
は
３
大
都

市
圏
に
住
所
を
有
す
る
方

が
、
地
域
支
援
や
過
疎
地

に
定
住
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
国
の
制
度
で
、
手

厚
い
助
成
が
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
数
あ
る
過

疎
地
の
中
か
ら
当
村
を
選

択
い
た
だ
い
た
隊
員
の
方

に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

■Ｑ
協
力

隊
を
受
け

入
れ
る
に

あ
た
っ
て

の
ビ
ジ
ョ

ン
は

■Ａ
村
の

課
題
解
決

の
た
め
、

行
政
職
員

の
手
の
届

か
な
い
と

こ
ろ
又
は

職
員
の
補
完
を
基
本
に
活

動
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

■Ｑ
ど
ん
な
指
示
を
し
、

ど
ん
な
仕
事
を
委
ね
て
い

る
か

■Ａ
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に

達
成
目
標
を
伝
え
て
も
い

る
が
、
隊
員
の
主
体
性
も

尊
重
し
な
が
ら
活
動
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

■Ｑ
空
き
家
対
策
は
理
解

で
き
る
が
、
他
の
分
野
は

わ
か
り
に
く
い

■Ａ
観
光
な
ら
観
光
事
業

の
活
性
化
、
観
光
協
会
の

清水　芳昭 議員

在
り
方
を
。
農
業
分
野
に

つ
い
て
は
、
遊
休
農
地
の

解
消
、
新
規
就
農
者
の
確

保
、
有
機
農
法
に
よ
る
特

産
品
の
開
発
な
ど
を
解
決

で
き
れ
ば
と
伝
え
て
い
る
。

ま
た
、
隊
員
の
得
意
な
分

野
の
特
性
を
い
か
し
た
活

動
も
認
め
て
い
る
。

■Ｑ
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
す
る

現
在
地
は

■Ａ
軌
道
に
乗
っ
て
い
る

分
野
も
あ
る
が
、
任
期
の

３
年
で
結
果
が
出
る
と
は

思
っ
て
い
な
い
。
急
が
ず

に
、
村
と
協
力
し
な
が
ら

活
動
し
て
も
ら
う
。

■Ｑ
冒
頭
の
「
親
父
、
お

袋
が
欲
し
い
」
の
フ
レ
ー

ズ
は
隊
員
の
方
へ
の
困
っ

て
い
る
こ
と
は
無
い
か
の

質
問
で
飛
び
出
し
た
も
の
。

隊
員
へ
の
相
談
体
制
は

■Ａ
各
担
当
課
で
行
っ
て

い
る
が
、
総
括
的
に
は
総

務
課
で
責
任
を
も
っ
て
対

処
し
て
い
る
。

（
村
長
）
庁
舎
内
で
、
顔

を
見
れ
ば
必
ず
声
掛
け
を

行
っ
て
い
る
。
必
要
が
あ

れ
ば
、
現

場
に
出
向

い
て
も
い

る
。

■Ｑ
軌
道

に
乗
っ
た

仕
事
に
つ

い
て
今
後

人
事
も
含

め
て
ど
の

よ
う
に
対

応
す
る
の

か■Ａ
そ
の

よ
う
な
仕

事
に
つ
い

て
は
、
任
期
終
了
後
の
定

住
の
仕
事
と
し
て
活
動
し

て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能

と
考
え
て
い
る
。

■Ｑ
来
年
度
で
全
員
の
任

期
が
終
了
す
る
と
聞
い
て

い
る
。
報
告
会
の
席
上
、

全
隊
員
の
方
が
定
住
を
希

望
し
て
い
た
。
任
期
が
終

了
す
る
隊
員
の
村
と
し
て

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は

■Ａ
起
業
に
つ
い
て
は
村

を
通
し
て
国
の
助
成
金
を

活
用
で
き
る
制
度
も
あ
る
。

で
き
る
限
り
、
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
。

■Ｑ
国
は
、
３
年
後
を
め

ど
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
を
１
万
人
規
模
に
増
員

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
村

と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に

対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か

■Ａ
た
だ
来
て
も
ら
え
れ

ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は

な
い
。
村
の
仕
事
を
精
査

し
な
が
ら
、
必
要
が
あ
れ

ば
活
用
し
た
い
。

任期終了を迎える隊員の処遇は
定住に向けバックアップしたい

地域おこし協力隊（農業）講習会風景地域おこし協力隊（農業）講習会風景

地域おこし協力隊（木工）作業風景地域おこし協力隊（木工）作業風景

一　

般　

質　

問
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◥ 

日
常
生
活
に
不
安
が

あ
り
、
見
守
り
が
必
要

な
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
方
が
共
同
生
活

す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
建
設
に
つ
い
て

■Ｑ
大
桑
村
に
は
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
の
方
が
大

勢
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
更
に

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

方
が
増
加
し
て
い
く
。

　

高
齢
者
の
方
が
、
一
人

暮
ら
し
に
な
っ
て
も
、
食

事
の
用
意
が
自
分
で
で
き

な
く
な
っ
て
も
、
特
養

ホ
ー
ム
に
入
所
で
き
る
よ

う
に
な
る
ま
で
、
地
域
で

み
ん
な
と
一
緒
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

日
常
生
活
に
不
安
の
あ

る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

の
問
題
は
、
高
齢
化
が
著

し
い
大
桑
村
で
は
待
っ
た

な
し
の
重
要
な
問
題
で
あ

り
、
課
題
で
あ
る
と
考
え

る
。
令
和
７
年
度
ま
で
に
、

こ
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を

過
疎
債
で
建
設
す
れ
ば
、

国
か
ら
の
交
付
税
措
置
に

よ
り
３
割
で
建
設
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

つ
い
て
は
、
１
か
所
で

い
い
の
で
、
令
和
７
年
度

ま
で
に
、
こ
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
建
設
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
が
ど
う

か
。

■Ａ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
老
朽
化
に
伴
い
、

空
調
の
修
繕
だ
け
で
も
１

千
万
円
が
必
要
。
現
状
施

設
の
修
繕
設
備
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
優
先
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
令
和
７
年

度
ま
で
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
を
建
設
す
る
こ
と
は
難

し
い
。

■Ｑ
優
先
し
て
し
な
け
れ

な
ら
な
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
空
調
の
修
繕

費
１
千
万
円
も
過
疎
債
を

使
え
ば
３
百
万
円
で
で
き

る
。

　

過
疎
債
を
使
え
ば
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
空
調
修
繕

も
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
両

方
で
き
る
。

　

村
長
に
お
伺
い
す
る
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
、

３
割
で
建
設
で
き
る
、
こ

の
過
疎
債
の
時
限
で
あ
る

令
和
７
年
度
ま
で
に
建
設

す
る
こ
と
を
約
束
し
て
も

ら
え
な
い
か
。
約
束
で
き

な
い
と
す
る
な
ら
、
明
確

な
理
由
の
答
弁
を
。

■Ａ
約
束
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
を
は
っ
き
り
言
っ

て
お
く
。

　

過
疎
債
は
有
利
な
起
債

で
、
村
づ
く
り
や
文
化
公

園
の
改
修
等
々
に
、
既
に
、

こ
の
過
疎
債
を
使
っ
て
事

業
を
進
め
て
い
る
。

　

新
た
な
事
業
を
今
こ
こ

で
起
こ
す
こ
と
は
、
村
が

健
全
財
政
を
続
け
て
い
く

上
で
、
今
は
そ
の
時
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

■Ｑ
私
は
文
化
公
園
の
改

修
整
備
よ
り
、
こ
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設
の

方
が
も
っ
と
大
事
で
、
優

先
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　

村
長
が
お
住
い
の
東
で

は
、
昨
年
の
正
月
に
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
の

孤
独
死
が
あ
っ
た
。

　

近
く
に
住
ん
で
い
な
が

ら
、
何
も
し
て
あ
げ
ら
れ

な
か
っ
た
自
分
を
本
当
に

情
け
な
く
、
残
念
に
思
っ

た
。

　

身
近
で
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
孤
独
死
と
い
う

悲
し
い
出
来
事
が
起
き
て

も
、
村
長
は
、
何
と
か
し

な
く
て
は
い
け
な
い
、
二

度
と
大
桑
村
で
孤
独
死
と

い
う
悲
し
い
出
来
事
は
起

き
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
は
思
わ
な

い
の
か
。

　

私
が
こ
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
ど
う
し
て
も
実

現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
の
は
、
あ

の
悲
し
い
出
来
事
を
経
験

し
、
日
常
生
活
に
心
配
の

あ
る
高
齢
者
の
方
の
一
人

暮
ら
し
を
な
く
し
た
い
、

孤
独
死
の
よ
う
な
悲
し
い

出
来
事
は
な
く
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
、
最
後
に
も

う
一
度
、
村
長
に
お
伺
い

す
る
。
令
和
７
年
度
ま
で

に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
建

設
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

■Ａ
過
疎
債
は
有
利
な
起

債
で
あ
り
、
村
と
し
て
優

先
順
位
が
高
い
事
業
に
つ

い
て
優
先
的
に
過
疎
債
を

使
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

　

過
疎
債
に
つ
い
て
は
、

住
民
に
密
着
し
た
事
業
を

優
先
的
に
実
施
す
る
考
え

で
あ
る
の
で
、
令
和
７
年

度
ま
で
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
を
建
設
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

沼　　尚司 議員

グループホームの建設を
約束できない

一　

般　

質　

問

7 　おおくわ議会だより　第174号　おおくわ議会だより　第174号



一　

般　

質　

問

■Ｑ
大
桑
村
は
移
住
者
の

受
入
れ
を
重
要
だ
と
考
え

る
か

■Ａ
（
村
長
）
人
口
減
少

は
地
域
の
活
力
減
退
に
繋

が
り
危
惧
し
て
い
る
。
移

住
の
受
入
れ
も
非
常
に
重

要
と
考
え
て
い
る
。
村
長

と
し
て
村
の
宝
で
あ
る
子

ど
も
達
に
「
い
つ
か
帰
っ

て
き
て
村
の
力
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
伝
え
続
け
て

い
る
。

■Ｑ
移
住
受
入
れ
の
体
制

に
課
題
が
あ
る
か
伺
う

■Ａ
（
以
下
総
務
課
長
）

総
務
課
に
移
住
担
当
者
を

配
置
し
他
業
務
と
兼
務
し

て
い
る
。
空
き
家
は
住
民

課
所
属
の
協
力
隊
が
担
当

し
窓
口
が
分
散
し
て
お
り

連
携
が
課
題
で
あ
る
。

■Ｑ
住
民
課
と
総
務
課
の

連
携
と
協
力
隊
任
期
終
了

後
の
空
き
家
対
応
等
の
体

制
を
整
え
て
い
く
考
え
は

あ
る
か

■Ａ
具
体
的
に
は
無
い
。

今
ま
で
以
上
に
連
携
を
強

化
し
、
２
年
後
の
任
期
終

戸前　寿乃 議員

了
後
の
フ
ォ
ロ
ー
も
考
え

て
い
く
。

■Ｑ
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、

移
住
者
の
半
数
を
30
代
ま

で
が
占
め
る
状
況
。

　

そ
う
し
た
世
代
に
選
ば

れ
る
村
づ
く
り
が
結
果
と

し
て
住
民
に
と
っ
て
も
住

み
や
す
い
村
と
な
り
、
転

出
抑
制
に
繋
が
る
と
考
え

る
が
い
か
が
か

■Ａ
年
代
に
拘
ら
ず
受
入

れ
た
い
。
た
だ
、
出
来
る

だ
け
長
く
住
ん
で
ほ
し
い

考
え
が
あ
り
若
い
方
の
方

が
長
く
住
め
る
と
思
う
。

　

移
住
後
の
就
業
先
の
確

保
に
つ
い
て
企
業
誘
致
の

考
え
は
な
い
。
理
由
は
郡

内
の
人
材
不
足
は
顕
著
で

既
存
企
業
の
人
材
確
保

も
困
難
な
状
況
。
ま
た
、

「
選
ば
れ
る
村
づ
く
り
」

で
言
え
ば
行
政
だ
け
で
な

く
企
業
や
住
民
の
受
け
入

れ
側
の
意
識
の
醸
成
も
必

要
と
考
え
る
。

■Ｑ

昨
年
マ
イ
ナ
ビ

ニ
ュ
ー
ス
の
調
査
で
最
も

多
い
移
住
の
不
安
要
素
は

「
仕
事
が
あ
る
か
」「
地
域

に
馴
染
め
る
か
」
の
２
つ

だ
っ
た
。
こ
の
事
か
ら
移

住
に
は
自
治
体
・
村
内
企

業
・
住
民
の
理
解
と
協
力

が
不
可
欠
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
大
桑
村
が
ど
の

様
な
環
境
の
村
な
の
か
情

報
を
発
信
す
る
事
で
移
住

検
討
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に

繋
が
る
か
と
思
う
。

　

そ
こ
で
村
の
情
報
発
信

は
十
分
だ
と
思
う
か

■Ａ
移
住
の
紹
介
に
つ
い

て
不
十
分
だ
と
認
識
し
て

い
る
。
今
年
度
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

■Ｑ
様
々
な
山
村
が
「
豊

か
な
自
然
」
を
前
面
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
る
が
大
桑

村
ら
し
い
別
の
強
み
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
考
え
は
あ
る

か■Ａ
あ
り
き
た
り
に
な
ら

ぬ
様
、
気
を
付
け
た
い
。

子
育
て
支
援
や
自
然
環
境

資
源
な
ど
磨
け
る
も
の
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

■Ｑ
移
住
者
を
含
む
住
民

の
ニ
ー
ズ
や
抱
え
る
不
安

を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
そ
こ
で
提
案

だ
が
、
村
独
自
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
の
は

い
か
が
か
。
ア
ン
ケ
ー
ト

を
通
し
、
地
域
づ
く
り
に

参
加
す
る
足
掛
か
り
に
も

な
る
か
と
思
う

■Ａ
現
在
ア
ン
ケ
ー
ト
は

行
っ
て
い
な
い
の
で
前
向

き
に
検
討
す
る
。

■Ｑ
策
定
中
の
第
６
次
総

合
計
画
に
お
い
て
「
移

住
・
定
住
」
項
目
を
独
立

さ
せ
、
包
括
的
に
対
応
す

る
考
え
は
あ
る
か

■Ａ
ご
指
摘
の
方
向
で
進

め
て
い
け
た
ら
と
思
う
。

■Ｑ
今
後
の
移
住
受
入
れ

の
達
成
に
向
け
て
単
年
度

に
過
程
の
報
告
を
お
願
い

す
る

■Ａ
単
年
度
ご
と
の
実
績

報
告
に
つ
い
て
は
考
え
て

い
な
い
が
、
デ
ー
タ
と
し

て
取
れ
る
も
の
は
報
告
出

来
る
か
と
思
う
。
報
告
の

方
法
は
検
討
す
る
。

移住受入れについて村の考えは
移住者の受入れも重要
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■Ｑ
大
桑
村
で
な
ら
安
心

し
て
子
育
て
が
出
来
る
、

と
い
っ
た
子
育
て
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
く
考
え
は

■Ａ
（
福
祉
健
康
課
）
18

歳
ま
で
の
医
療
費
の
無
償
、

中
学
校
卒
業
後
の
心
理
士

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
骨
盤

体
操
な
ど
子
育
て
学
習
、

フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ッ
ク
事
業
、

母
子
相
談
、
乳
幼
児
訪
問
、

妊
婦
検
診
・
乳
幼
児
健
診

の
補
助
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
予

防
接
種
助
成
な
ど
の
様
々

な
施
策
を
実
施
。
今
後
も

必
要
な
支
援
を
考
え
て
い

き
た
い
。

（
住
民
課
）
大
桑
村
健
や

か
子
育
て
応
援
事
業
出
産

時
・
小
学
校
・
中
学
校
入

学
時
に
各
５
万
円
の
支
給
。

（
教
育
委
員
会
）
未
満
児

保
育
の
無
償
化
、
給
食
・

通
園
バ
ス
無
料
、
セ
カ
ン

ド
ブ
ッ
ク
な
ど
の
贈
呈
や

◥ 

子
育
て
支
援
の
現
状
と

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

教
育
相
談
支
援
員
配
置
、

心
の
相
談
室
の
設
置
、
小

中
学
校
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
強
化
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
の

２
人
態
勢
、
村
費
で
の
教

員
採
用
や
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

と
の
連
携
、
給
食
費
の
補

助
等
、
必
要
な
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

■Ｑ
未
満
児
保
育
に
通
っ

て
い
な
い
在
宅
で
育
児
を

す
る
家
庭
に
補
助
を
し
て

欲
し
い

■Ａ
現
在
未
満
児
保
育
に

通
っ
て
い
な
い
、
在
宅
で

子
育
て
を
す
る
家
庭
に
特

化
し
た
支
援
は
行
っ
て
い

な
い
。
今
後
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

■Ｑ
高
校
生
の
通
学
定
期

代
の
補
助
を
し
て
欲
し
い

■Ａ
総
合
計
画
の
ア
ン

ケ
ー
ト
等
に
高
校
生
へ
の

支
援
が
欲
し
い
と
い
う
意

見
も
あ
っ
た
の
で
、
今
後
、

通
学
費
を
含
め
検
討
課
題

だ
と
考
え
て
い
る
。

■Ｑ
今
後
の
支
援
策
に
向

け
て
、
村
長
の
考
え
は

■Ａ
今
あ
る
施
策
の
継
続

を
し
な
が
ら
、
未
満
児
在

宅
家
庭
や
、
高
校
生
の
通

学
定
期
な
ど
も
課
題
で
あ

る
。

　

ま
た
、
大
学
生
へ
の
奨

学
金
や
、
運
動
公
園
周
り

に
自
然
の
中
で
遊
べ
る
公

園
が
あ
る
こ
と
も
、
子
育

て
支
援
の
一
環
で
あ
る
と

考
え
る
。
今
後
も
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

■Ｑ
ど
の
よ
う
な
利
用
状

況
、
利
用
内
容
が
あ
る
か

■Ａ
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
へ
の
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
目
的
に
設
置
。
妊
娠

出
産
、
育
児
に
関
す
る
相

談
や
情
報
提
供
、
助
言
、

保
健
相
談
、
支
援
プ
ラ
ン

の
作
成
な
ど
や
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
め
っ
こ
の

運
営
を
行
っ
て
い
る
。
利

用
者
は
昨
年
に
比
べ
２
割

ほ
ど
減
っ
て
い
る
。
ま
め
っ

こ
の
利
用
と
子
育
て
相
談

な
ど
。
教
育
相
談
支
援
員

と
セ
ン
タ
ー
職
員
で
保
育

園
や
小
中
学
校
を
訪
問
し
、

児
童
生
徒
の
様
子
確
認
や

支
援
会
議
な
ど
、
相
談
を

受
け
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

は
、
情
報
交
換
や
共
有
な

ど
様
々
な
面
で
母
子
保
健

と
し
て
の
支
援
を
提
供
出

来
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

■Ｑ
幼
児
期
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
学
齢
期
と
の
相

談
・
連
携
を
よ
り
一
層
強

め
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

村
の
考
え
は

■Ａ
悩
み
事
な
ど
が
あ
れ

ば
い
つ
で
も
相
談
し
て
ほ

し
い
。

■■意見
気
軽
に
相
談
し
や

す
い
セ
ン
タ
ー
の
運
営
と

周
知
の
徹
底
を
。

■Ｑ
今
後
、
ど
の
よ

う
に
子
育
て
当
事
者

と
か
か
わ
り
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
て
い
く
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
、
問
合

せ
フ
ォ
ー
ム
、
目
安

箱
の
設
置
な
ど
は
ど

う
か

■Ａ
窓
口
が
難
し
い

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

教
育
委
員
会
と
も
相
談
し

て
、
方
法
を
考
え
て
い
き

た
い
。
教
育
委
員
会
で

行
っ
て
い
る
教
育
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
の
利
用
方
法
や
周

知
な
ど
も
再
度
検
討
し
て

い
き
た
い
。

■■意見
大
桑
村
で
は
こ
の

子
ど
も
の
人
数
、
顔
の
見

え
る
関
係
を
強
み
と
し
て
、

子
育
て
世
帯
や
子
ど
も
た

ち
が
日
常
か
ら
使
い
や
す

く
、
支
援
や
つ
な
が
り
を

信
頼
し
、
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
、
総
合
的
な
相
談
支

援
の
提
供
を
す
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
拠
点
と
し
て
の
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
を
求
め
る
。

纐纈　悠乃 議員

子育て支援に対する村の思いは
ニーズに合った支援を
考えていきたい

一　

般　

質　

問

子育て世代包括支援センター子育て世代包括支援センター

◥ 

子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
現
状

に
つ
い
て
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◥
河
川
改
修
に
つ
い
て

■Ｑ
今
年
６
月
の
経
済
建

設
常
任
委
員
会
の
現
場
視

察
で
、
下
在
砂
防
工
群
と

そ
の
下
流
の
蛇
抜
沢
護
岸

整
備
の
状
況
を
視
察
し
た
。

大
変
立
派
な
構
造
物
で

あ
っ
た
。
村
内
で
は
、
引

き
続
き
、
国
の
直
轄
砂
防

工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
、
早
期
の
実
施

を
望
む
。
た
だ
、
住
民
に

と
っ
て
、
毎
日
目
に
す
る
、

目
の
前
の
河
川
の
状
態
を

危
惧
し
て
い
る
。
蛇
抜
沢

の
様
に
、
砂
防
工
と
同
時

並
行
に
河
川
全

域
の
改
修
が
望

ま
し
い
。

　

村
の
管
理
と

な
る
準
用
河
川

等
の
河
川
改
修

計
画
は
あ
る
か

■Ａ
村
管
理
の

準
用
河
川
、
普

通
河
川
で
は
、

蛇
抜
沢
、
殿
の

延
沢
、
須
原
の

口
宮
の
沢
を
計

画
し
て
い
る
。

■Ｑ
３
河
川
は
、
全
面
改

修
か
部
分
改
修
か

■Ａ
蛇
抜
沢
は
、
ほ
ぼ
全

域
、
延
沢
は
、
土
砂
の
堆

積
し
た
道
路
横
断
部
の
上

流
、
口
宮
の
沢
は
計
画
段

階
で
詳
細
は
未
定
。

■Ｑ
河
川
の
巡
視
、
点
検

は■Ａ
村
管
理
の
河
川
は
、

68
河
川
あ
る
の
で
、
定
期

的
に
は
出
来
て
い
な
い
。

降
雨
の
後
、
橋
梁
工
事
、

橋
梁
点
検
時
に
は
河
川
を

点
検
し
て
い
る
。
住
民
か

ら
の
通
報
で
も
点
検
を
行

洞野　　宏 議員

う
。

■Ｑ
降
雨
時
等
、
住
民
か

ら
の
通
報
に
ど
う
対
応

■Ａ
い
た
だ
い
た
情
報
に

つ
い
て
は
職
員
が
現
地
確

認
し
対
応
し
て
い
る
。
河

川
内
の
土
砂
、
草
木
の
除

去
を
行
っ
て
い
る
。
災
害

な
ど
の
緊
急
時
は
、
村
内

の
建
設
業
者
と
災
害
協
定

を
結
び
緊
急
対
応
出
来
る

体
制
を
取
っ
て
い
る
。
建

設
業
者
か
ら
は
、
危
険
個

所
等
の
情
報
も
い
た
だ
い

て
い
る
。
ま
た
、
通
常
で

も
河
川
内
で
支
障
と
な
る

木
々
は
、
河
畔
林
整
備
事

業
で
処
理
し
て
い
る
。
一

級
河
川
に
つ
い
て
は
、
県

に
連
絡
、
要
望
し
て
処
理

い
た
だ
い
て
い
る
。

■Ｑ
河
川
数
が
多
い
中
、

苦
労
を
さ
れ
て
い
る
と
理

解
す
る
が
、
河
川
は
上
流

か
ら
下
流
ま
で
一
体
管
理

が
必
要
だ
と
思
う
。
全
体

と
し
て
の
改
修
計
画
が
必

要
だ
と
思
う
。
村
長
の
考

え
を
伺
う

■Ａ
未
整
備
の
河
川
が
多

い
の
で
、
優
先
度
、
危
険

度
を
判
断
し
て
計
画
的
に

進
め
た
い
。

◥
危
険
木
等
伐
採
事
業

に
つ
い
て

■Ｑ
下
在
砂
防
工
群
の
国

道
沿
い
に
茂
っ
て
い
る
杉

林
の
伐
採
事
業
に
つ
い
て
、

６
月
に
話
を
聞
い
た
が
、

現
在
の
進
捗
状
況
は

■Ａ
森
林
環
境
譲
与
税
を

充
当
し
て
、
下
在
地
区
の

景
観
整
備
事
業
と

し
て
進
め
、
現
在
、

国
道
通
行
規
制
の

関
係
で
飯
田
国
道

事
務
所
・
伐
採
業

者
と
協
議
中
。
年

度
内
の
完
了
を
目

指
し
て
い
る
。

■Ｑ
個
人
所
有
の

危
険
木
・
鳥
獣
を

誘
引
す
る
木
の
伐

採
に
対
し
て
の
補

助
制
度
が
、
今
年

度
か
ら
始
ま
っ
た

が
、
現
在
村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
る
と
今
年
度
の

申
請
は
、
予
算
額
に
達
し

た
た
め
、
終
了
と
あ
る
が

■Ａ
今
年
度
か
ら
の
新
規

事
業
で
見
込
み
が
つ
か
め

な
い
の
で
、
当
初
予
算
に

１
０
０
万
円
計
上
し
た
が
、

６
件
で
予
算
額
に
達
し
た

た
め
、
今
年
度
は
終
了
し

た
。■■意見

初
め
て
の
事
業
で

予
測
の
つ
か
な
い
部
分
が

あ
っ
た
か
と
思
う
。
来
年

度
は
、
ぜ
ひ
増
額
を
願
う
。

土石流災害防止のため
河川改修を
優先度、危険度で計画対応
したい

蛇抜沢蛇抜沢

下在景観整備下在景観整備

一　

般　

質　

問
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◥
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
保
険
証
の
一
体

化
に
つ
い
て

■Ｑ
政
府
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険
証
を

一
本
化
し
た
「
マ
イ
ナ
保

険
証
」
に
切
り
替
え
る
た

め
来
年
秋
に
は
、
紙
の
保

険
証
を
廃
止
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
マ
イ
ナ
保
険
証

を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
が
続
出

し
、
住
民
か
ら
も
不
安
や

怒
り
の
声
が
届
い
て
い
る
。

　

村
の
状
況
は
ど
う
か

■Ａ
今
年
の
８
月
末
現
在

の
保
有
枚
数
は
２
５
７
６

枚
、
今
年
１
月
１
日
時
点

の
人
口
に
対
す
る
保
有

枚
数
率
は
75
・
９
％
、

保
険
証
と
ひ
も
付
け

て
る
国
保
加
入
者
は

４
０
２
人
、
現
時
点

で
は
自
主
返
納
は
な

い
。

■Ｑ
保
険
証
を
廃
止

後
、
カ
ー
ド
を
持
た

な
い
人
に
発
行
す
る

資
格
確
認
書
の
問
題

点
は

■Ａ
毎
回
、
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
へ
の
提
示
が
必
要
で

あ
り
、
医
療
機
関
も
高
齢

者
対
応
に
時
間
が
と
ら
れ

る
な
ど
問
題
も
あ
る
。

　

有
効
期
限
は
１
年
か
ら

５
年
に
延
長
。
対
象
者
全

員
に
職
権
で
交
付
す
る
。

■Ｑ
世
論
調
査
で
も
国
民

は
保
険
証
廃
止
に
明
確
な

Ｎ
Ｏ
！
を
突
き
つ
け
て
い

る
。
医
療
現
場
か
ら
も
切

実
な
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

国
に
対
し
て
、
意
見
を
上

げ
る
べ
き
で
は
な
い
か

■Ａ
（
村
長
）
国
民
の
理

解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。

国
民
に
対
し
て
し
っ
か
り

説
明
を
す
べ
き
だ
。

◥
自
衛
隊
へ
の
名
簿
提

出
に
つ
い
て

■Ｑ
近
年
、
自
衛
隊
へ
の

応
募
者
数
が
減
少
傾
向
に

あ
る
中
、
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
た
18
歳
・
22

歳
の
若
者
の
個
人
情
報
を

自
衛
隊
に
提
供
し
て
い
る

自
治
体
が
６
割
を
超
え
た

事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

村
の
対
応
は

■Ａ
毎
年
４
月
に
、
自
衛

隊
の
長
野
地
方
協
力
本
部

長
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、

紙
媒
体
で
名
簿
を
提
供
し

て
い
る
。

■Ｑ
名
簿
の
提
供
に
あ

た
っ
て
は
、
少
な
く
と
も

住
民
へ
の
周
知
と
本
人
同

意
が
必
要
で
は
な
い
か

■Ａ
名
簿
の
提
出
に
つ
い

て
は
、
法
的
根
拠
と
し
て

自
衛
隊
法
97
条
第
１
項
及

び
自
衛
隊
法
施
行
令
第
１

２
０
条
に
基
づ
き
行
っ
て

い
る
。

■■意見
自
衛
隊
に
よ
る
自

治
体
へ
の
働
き
か
け
が
強

ま
っ
て
い
る
背
景
に
は
、

２
０
１
５
年
に
成
立
し
た

安
保
関
連
法
に
よ
り
任
務

の
危
険
度
が
格
段
に
高

ま
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て

い
る
。

　

岸
田
政
権
が
軍
事
大
国

化
へ
の
道
に
踏
み
出
し
て

い
る
今
日
、
地
方
自
治
体

を
か
つ
て
の
戦
争
す
る
た

め
の
国
の
下
請
け
機
関
に

さ
せ
な
い
と
各
地
で
名
簿

提
出
し
な
い
で
の
運
動
が

広
が
っ
て
い
る
。

　

自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供

を
希
望
し
な
い
人
が
申
し

出
で
き
る
除
外
申
請
に
つ

い
て
知
ら
せ
る
よ
う
に
求

め
る
。

国に対して保険証残せの声を
国民にしっかり説明すべきである

一　

般　

質　

問

自衛隊　自衛官募集チラシ自衛隊　自衛官募集チラシ

瓜尾美佐子 議員
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中
津
川
市
・
木
曽
下
伊
那

広
域
連
携
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進

協
議
会
設
立

　

こ
の
協
議
会
は
、
岐
阜

県
中
津
川
市
と
木
曽
郡
６

町
村
、
下
伊
那
郡
阿
智
村

の
８
町
村
で
構
成
さ
れ
、

圏
域
で
共
通
す
る
自
然
、

歴
史
、
文
化
等
の
資
源
を

広
域
活
用
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
持

続
的
に
発
展
す
る
地
域
を

形
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

　

総
会
で
は
会
長
に
青
山

中
津
川
市
長
、
副
会
長
に

向
井
南
木
曽
町
長
を
選
出

し
た
。

第
６
次
総
合
計
画

策
定
状
況

　

今
年
度
は
現
計
画
を
基

本
に
達
成
状
況
や
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、

検
討
委
員
会
、
地
区
懇
談

会
を
開
催
し
、
基
本
構
想
、

基
本
計
画
を
取
り
ま
と
め

て
い
く
予
定
。
７
月
19
日

に
第
１
回
総
合
計
画
検
討

委
員
会
、
７
月
25
日
か
ら

27
日
ま
で
村
内
３
地
区
で

地
区
懇
談
会
、
８
月
22
日

に
検
討
委
員
会
の
各
部
会

が
開
催
さ
れ
た
。
12
月
ま

で
に
６
回
程
度
の
委
員
会

を
開
催
し
基
本
構
想
、
前

期
基
本
計
画
を
ま
と
め
て

い
く
予
定
。

駐
在
所
の
再
編
に
つ
い
て

　

村
内
２
か
所
の
駐
在
所

を
統
合
し
て
警
察
官
複
数

制
の
駐
在
所
を
新
設
し
た

い
と
木
曽
警
察
署
長
か
ら

申
し
出
が
あ
っ
た
。

　

１
か
所
で
２
人
の
警
察

官
が
勤
務
す
る
こ
と
で
マ

ン
パ
ワ
ー
の
向
上
効
果
が

期
待
で
き
、
新
設
箇
所
を

中
部
地
区
に
す
る
こ
と
で
、

災
害
時
等
に
は
役
場
と
の

連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る

と
い
う
も
の
。

　

現
在
の
須
原
駐
在
所
は

築
40
年
が
経
過
し
、
老
朽

化
が
進
み
建
て
替
え
の
時

期
に
来
て
い
る
。
現
在
の

須
原
駐
在
所
は
駐
在
所
と

居
宅
を
兼
ね
て
い
る
が
、

令
和
６
年
４
月
か
ら
は
駐

在
所
と
し
て
の
機
能
は
残

す
が
、
警
察
官
は
居
住
せ

ず
区
域
内
の
宿
舎
か
ら
通

勤
す
る
方
向
で
い
る
。

シ
ェ
ル
ビ
ー
ビ
ル
市

訪
問
団
来
村

10
月
13
日
か
ら
17
日
ま

で
姉
妹
提
携
を
し
て
い
る

ア
メ
リ
カ
、
イ
リ
ノ
イ
州

シ
ェ
ル
ビ
ー
ビ
ル
市
か
ら

高
校
生
３
名
と
随
行
者
４

名
が
来
村
す
る
。

13
日
夜
か
ら
高
校
生
は

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
始
め
、

16
日
に
は
木
曽
青
峰
高
校

を
訪
れ
交
流
。
森
の
里
の

秋
ま
つ
り
や
村
内
小
中
学

校
、
保
育
園
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ

タ
ー
ボ
等
を
訪
問
す
る
予

定
。

行
政
報
告（
抜
粋
）

①
「
へ
き
地
教
育
に
鑑

み
、
へ
き
地
手
当
等
支

給
率
を
近
隣
県
並
み
の

水
準
に
戻
す
こ
と
」
を

長
野
県
知
事
に
求
め
る

請
願
書

請
願
者

　

長
野
県
教
職
員
組
合

　

木
曽
支
部
大
桑
単
組

紹
介
議
員　

坂
家
重
吉

審
議
の
結
果　

採
択

②
「
さ
ら
な
る
少
人
数
学

級
推
進
と
教
育
予
算
の

増
額
」「
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅

持
・
拡
充
」
を
求
め
る

請
願
書

請
願
者

　

長
野
県
教
職
員
組
合

　

木
曽
支
部
大
桑
単
組

紹
介
議
員　

坂
家
重
吉

審
議
の
結
果　

採
択

　

少
人
数
学
級
と
い
う
も

の
は
、
こ
ど
も
た
ち
誰
も

が
均
等
に
豊
か
な
教
育
を

う
け
る
に
あ
た
り
、
非
常

に
重
要
な
も
の
で
あ
る
と

考
え
、
し
っ
か
り
国
に
予

算
を
求
め
る
請
願
は
大
切

請　

願

①
敷
地
内
薬
局
開
設
反
対

に
つ
い
て
の
陳
情
書

陳
情
者

　

長
野
県
薬
剤
師
会
・

　

木
曽
薬
剤
師
会

審
議
の
結
果　

継
続
審
査

　

今
後
、
木
曽
病
院
敷
地

内
に
薬
局
が
開
設
さ
れ
る

と
い
う
情
報
や
県
の
動
き

に
注
目
を
し
、
そ
れ
ら
を

元
に
審
査
し
た
く
、
継
続

審
査
と
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。

②
「
健
康
保
険
証
」
の
存

続
に
関
す
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
陳
情
書

陳
情
者

　

長
野
県
保
険
医
協
会

審
議
の
結
果　

採
択

　

「
健
康
保
険
証
」
を
め

ぐ
っ
て
、
国
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
一
本
化
へ
向

か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は

あ
る
が
、
医
療
現
場
や
窓

口
で
も
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル

陳　

情

が
あ
り
、
住
民
の
不
安
の

声
も
聞
く
た
め
、
時
期
尚

早
な
の
で
は
？
と
い
う
意

見
、
ま
た
、
国
の
方
針
に

地
方
議
会
か
ら
反
対
す
る

の
は
違
う
の
で
は
な
い
か
、

な
ど
の
意
見
も
出
た
が
、

大
桑
村
議
会
で
は
賛
成
多

数
に
よ
る
採
択
と
な
っ
た
。

③
私
立
学
校
に
対
す
る
公

費
助
成
を
お
願
い
す
る

陳
情
書

陳
情
者

　

中
信
地
区
私
学
助
成

　

推
進
協
議
会

審
議
の
結
果　

採
択

・「
請
願
」
は
国
民
が
文

書
に
よ
り
希
望
を
国
な

ど
に
申
し
出
る
行
為
で
、

紹
介
議
員
が
必
要

・「
陳
情
」
は
官
公
庁
や

政
治
家
へ
善
処
を
求
め

る
行
為

　

請
願
・
陳
情
は
国
民
の

権
利
で
あ
り
誰
で
も
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

だ
と
い
う
考
え
か
ら
賛
成

で
あ
る
と
い
う
意
見
が
で

た
。

請
願
と
陳
情
の
違
い
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鈴木　　武（75歳）
何処へあてもなく、好
きな曲を掛け、車を走
らせることが趣味とい
うよりは夢。

清水　芳昭（67歳）
前しか見えません、二期
連続の１番議員です。
趣味は健康と体型維持の
ジョギング、カラオケ。
大学駅伝は駒沢。

洞野　　宏（66歳）
特技は医者いらず（歯科
以外）
趣味は歴史を紐解き未来
を想像「明日はどっちだ」

戸前　寿乃（35歳）
youtube動画の撮影・編
集・投稿。　
議員活動と並行して、大
桑村の魅力をたくさん発
信していきます。

纐纈　悠乃（39歳）
おしゃべり、食べること、
本、映画、バレエ、お洋
服、インテリア、家族、
大桑村が大好き！

瓜尾美佐子（69歳）
小学生から合唱の楽しさ
にはまり、ずっと歌い続
けています。歌には人を
元気にするパワーあり！

沼　　尚司（69歳）
仕事を趣味として生きて
きました。ふたつの目標
が実現するまで、議員と
いう石にかじりついて頑
張ります。

坂家　重吉（71歳）
特技はありませんが、野
菜づくりがとても楽しい。
改めてじっくりと島崎藤
村文学に触れてみたいと
思う今日この頃です。

勝野　清子（74歳）
コロナ禍で戻りつつある
旅人や、道行く人と小舟
を挟んだお喋り。そして
出会いの笑顔がある一時
が大好きな居場所です。

…総務社会常任委員会　　　　　…議長

…経済建設常任委員会　　　　　…副議長

…木曽広域連合議会　　　　　　…監査

…松塩筑木曽老人福祉
　施設組合

改めて、大桑村議会を
よろしくお願いいたします!!

議員紹介議員紹介ととひと言！ひと言！

総

総

総

総

総

総

総

議

議

経

経

経

経

経

経

経

副

副

広

広広

広

松

松

監

監

委員長

委員長

総

経

委員会
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ががんばるんばるんばががが

　振り返ればあっという間でした。無我夢中
で突っ走ってきて、始めた頃の事が走馬灯の
ように浮かんできます。
　メニューの看板を見ては帰ってしまうお客
様の姿にため息をついていた頃の事…。
　あれから14年という月日が流れ、多くの
方々に支えられて今日を迎えています。
　今ではお客様から「美味しかった」「また
来ます」と言っていただける事が励みとなっ
ています。
　「お店やってる？」「いつ来ても閉まって
るから」と言われる事がよくあります。
　コロナの影響から、店を早じまいする事が
多くなり、お客様のご要望に沿えない事も…。

　「気まぐれ母さんの店」というキャッチフ
レーズで営業を始め、今では「気まぐればあ
さんの店」になりつつある私達ですが、お客
様の期待に応えられる様、頑張らなくてはと
思っております。
　これからも米っ子大桑をごひいきに宜しく
お願いいたします。
 （代表　下起　享古さん）

村内企業

野尻旭町 原　 稔樹さん
　愛知県から移住して、約１年経ちます。
子どもの頃よく祖父母の家に遊びに来ていました。その頃
と変わらぬ、春の肌寒さ、夏の阿寺渓谷、秋の朝に山々に
かかる雲、冬の凍てつく寒さの中にふと見上げれば煌めく
夜空の澄んだ星空。妻と愛犬とそんな愛知県と違う四季を
感じながら日々過ごしています。村民の方々は皆優しく接
して下さり、顔を合わせれば挨拶をして下さる。そんな都
会には無い素晴らしさを感じています。ただ、変わって
しまったこともひしひしと感じます。それは以前はあっ
た『活気』です。村からあった店は姿を消し、私自身はス
トリートダンサーだったのですが練習場所も踊る場所も無
く、私の様にやりたいことがやれない方も多いのかも？
と感じたり、村民の減少、とても寂しく感じました。行
政（自治体）の動きの無さも感じます。大桑村のアピール
が圧倒的に足りていません。村を通り過ぎてゆく観光客
の方々、移住したいと考えている方々への住居の情報や、
『寄っていきたい村』としての村の売り。もっと村民の声
を行政が聴ける状態。改革が必要だと感じました。以前の
様に村民が交流出来る村、村民の声を聴いてくれる村、活
気のある村へ戻ってほしい、変わってほしいと思いまし
た。そんな中、須佐男神社例祭には御神輿を担がしていた
だき、大桑村の底力と活気を感じました。とても楽しく、
村民の皆様が温もりのある方々ということがとてもよくわ
かりました。皆がこの様に楽しむことが大事だと感じまし
た。地域活動や消防に携わり参加し、大桑村をより良く残
せるよう私達に出来ることをやっていきたいと思います。
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瓜
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悠
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沼　
　

尚
司

戸
前　

寿
乃

洞
野　
　

宏

坂
家　

重
吉

26

Ｐ
２　

指
定
管
理
者
の
指
定

誤  

平
田
菅
業
店　

正  

平
田
管
業
店

Ｐ
２　

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

誤  

東
野
幸
男　
　

正  

東
野
幸
夫

　

令
和
５
年
７
月
27
日
発
行
１
７
３
号
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
訂
正
し
ま
す
。

お詫びと訂正

▼
実
り
の
秋

実
り
の
秋

　

秋
晴
れ
の
中
、
田
ん
ぼ
の
稲
穂
も
黄
金

色
に
色
を
染
め
て
、
頭
を
重
そ
う
に
た
ら

し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
忙
し
そ
う
に
稲

刈
り
を
す
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
の

夏
は
暑
い
日
が
続
き
ま
し
た
が
、
お
米
の

出
来
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
。
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 「
お
お
く
わ
議
会
だ
よ
り
」
は
環
境
に
優
し
い
再
生
紙
と

ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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